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松
本
信
夫
さ
ん
。
に
お
い
や
虫
も
比
較

的
少
な
く
、
う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
長

続
き
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
生
ご

み
を
土
に
入
れ
、
水
を
加
え
て
よ
く
土

に
混
ぜ
ま
す
。
野
菜
く
ず
だ
け
で
な
く
、

腐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
食
材
や
油
か
す
も

上
手
に
分
解
し
ま
す
。
土
の
中
の
バ
ク

テ
リ
ア
が
生
ご
み
を
分
解
す
る
の
で
、

容
量
は
あ
ま
り
増
え
ま
せ
ん
。水
分
、光
、

生
ご
み
の
状
況
な
ど
の
コ
ツ
を
つ
か
め

ば
、
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

利
用
者
の
声

・
生
ご
み
を
入
れ
る
の
が
楽
し
く
ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
使
っ
て
い
ま
す
。

・
１
年
ほ
ど
使
用
し
て
い
ま
す
。
以
前

使
っ
て
い
た
電
動
の
生
ご
み
処
理

機
器
は
故
障
し
て
し
ま
い
、
こ
ち
ら

の
方
が
エ
コ
だ
と
思
い
ま
す
。

・
冬
場
に
始
め
た
の
で
な
か
な
か
分
解

せ
ず
心
配
で
し
た
が
、
春
に
な
っ
て

気
温
上
昇
と
と
も
に
調
子
が
良
く

な
り
今
は
と
て
も
順
調
で
す
。

・
油
や
肉
な
ど
の
方
が
野
菜
よ
り
分
解

が
早
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

講
座
「
生
ご
み
分
解
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
つ

く
ろ
う
！
」

公
民
館
で
２
年
前
か
ら
こ
の
講
座
を

実
施
し
、
市
内
の
各
家
庭
で
生
ご
み
分

解
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
は
、
コ
ン
ポ
ス

ト
式
、
密
閉
容
器
（
バ
ケ
ツ
）
式
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
式
、
生
ご
み
処
理
機
バ
イ
オ

式
（
電
動
）
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

講
座
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、
木
製
の
箱

に
土
を
入
れ
る
シ
ン
プ
ル
な
方
法
の
も

の
。
名
前
は
「
バ
ク
テ
リ
ア
de
キ
エ
―

ロ
※
」。
他
の
も
の
よ
り
も
個
人
で
購

入
す
る
（
作
る
）
こ
と
が
難
し
く
、
ま

た
全
国
各
地
で
使
わ
れ
広
ま
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
講

座
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
作
る
作
業
が
中
心
で

す
が
、
本
番
は
家
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら

の
活
用
で
す
。

※
「
バ
ク
テ
リ
ア
で
（
生
ご
み
）
消
え

ろ
」
と
い
う
意
味
。

「
バ
ク
テ
リ
ア
de
キ
エ
ー
ロ
」と
は

発
案
者
は
神
奈
川
県
葉
山
町
在
住
の
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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

 

 

 

回 と　　き 内　　容 講　　師 ところ
１ ６月８日（土）昼２時～４時 説明会（実物見学・使い方など）松本信夫、ごみ減量課 講座室
２ ６月２２日（土）午後 作業の事前準備 ― 講座室
３ ７月６日（土）昼１時半～５時 ＢＯＸ作り作業・使い方説明 松本信夫 ホール

講　師　松本　信夫（「バクテリア de キエーロ」発案者・葉山町在住）
定　員　ＢＯＸを作る方：１５組（市内在住の方、一世帯一台まで）／説明会参加・見学：３０名
材料費　作る方のみ。庭用（約１10㎝×６5㎝×４5㎝）・ベランダ用（約８5㎝×50㎝×70㎝）を選択。

庭用２５００円又はベランダ用３０００円　＊市の助成（５分の３）を受けた後の金額です。
申込先　５月８日（水）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１（先着順）

＊ＢＯＸ作りの申込は６月８日説明会終了時締切り

今年度の参加者募集！ 国立市の可燃ごみの約4０％が生ごみです。
家庭で出る生ごみを自分で分解処理してみませんか。

〈ベランダ用〉
底があり、高さが
ある。

〈庭用〉底がない。
土の上に直置き。

生
ご
み
分
解
Ｂボ

ッ

クＯ
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ク
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リ
ア
de
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１
階
ト
イ
レ
改
修
等
を
予
算
化

～
公
民
館
２５
年
度
予
算
に
つ
い
て
～

平
成
２５
年
度
の
公
民
館
予
算
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。
平
成
２４
年
度
と
比
較
し
て
１４７

万
４
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も

の
は
公
民
館
１
階
の
ト
イ
レ
の
修
繕
費
や
公

民
館
だ
よ
り
の
集
約
版
の
発
行
、
図
書
室
の

地
域
資
料
整
理
の
費
用
な
ど
で
す
。

公
民
館
費
の
内
訳
は
総
務
費
が
、
公
民
館

施
設
の
管
理
や
整
備
、
人
件
費
な
ど
の
費
用
、

事
業
費
が
講
座
や
学
習
会
、
文
化
祭
、
公
民

館
だ
よ
り
の
印
刷
や
配
布
、
図
書
室
の
本
や

雑
誌
の
購
入
、
整
理
等
に
か
か
る
費
用
で
す
。

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

地域資料の整理を行います
公民館図書室・中央図書館・郷土文化館で収

集・保存されてきた「市内の地域資料と行政資
料」について、各館と連携し「利用しやすい書
架づくりとデータ登録」などを進めます。

国立市公民館「平成25年度・重点目標」
幅広い市民の学びと地域活動を支える公民館は、これからもまちを元気にするような事
業をたくさん実施していきたいと思います。そこで公民館がいまどんなことに重点をおい
て事業を行おうとしているか、市民の皆さんにさらに理解を深めていただくために、以下
の５つの重点目標を設定しました。今年度も公民館の取り組みにご期待ください！

課題を抱える若者への 
支援プログラムを整備します

これまで公民館ではしょうがいしゃ青年教室
など青年室事業に積極的に取り組んできまし
た。今後はさらに、ひきこもりや不登校、ニー
トといわれるような「自立に課題を抱える若者
への支援」プログラムを整備していきます。

公民館と教育機関・民間団体等との
連携関係を築きます

市内には、大学や専門学校などの教育機関、ＮＰ
Ｏ等の市民活動が数多くあり、公民館とも関連する
事業を展開しています。関係機関・団体が相互に成
果を生み出しながら地域に寄与していくために、
「効果的な連携関係」を築くための協議を始めま
す。

施設環境の改善を進めます
使用頻度が高く老朽化が進んでいる「１階ト

イレの洋式化」と、利用者からご要望のあった
「和室の排水設備修繕」を実施します。

利用者の皆さんと共に公民館の環境整備を進
めていきます。

学びの拠点づくりを地域に広めます
この数年間、公民館では、当館から離れた地区に

出向き、館外事業を実施してきました。今後もこの
取り組みを継続し、自治会・町会や各種団体・諸機
関との連絡・連携を一層強化しながら、地域に「自
主的な学習の拠点づくり」を展開します。

科　目 ２４年度予算 ２５年度予算 比較増減

総務費 　８１，８２０ 　８３，２１９ １，３９９

事業費 　２６，８６５ 　２６，９４０ 　　７５

計 １０８，６８５ １１０，１５９ １，４７４

国立市一般会計予算� ２６，０１１，０００千円（前年度比　８９７，０００千円減）

　教育費総額� ２，１８５，１１９千円（前年度比　５５３，７１４千円減）

　公民館費� １１０，１５９千円（前年度比　　１，４７４千円増）

■公民館費の内訳� 単位：千円
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３月２３日（土）、公民館利用者連絡会やＫＵＮＩＢＯの
方々と協力して避難訓練・起震車・応急手当・防災食の体
験プログラムを実施し、延べ約９０名が参加しました。

起震車の地震体験では、発生時対応を再確認しました。
“畳み方にも技あり！”

三角巾を使った応急手当
てを習いました。

非常食用のア
ルファ米に五目
ずしの素を組み
合わせ、防災食をみんなで分け合いながら、非常時でもおい
しく食べるためのコツを学びました。今後も震災経験に学
びながら、防災学習の機会をつくっていきたいと思います。

� （撮影協力：大高正明、永野正司）

要
件
を
満
た
す
市
民
グ
ル
ー
プ
が
公

民
館
の
会
場
を
借
り
て
活
動
す
る
場
合
、

「
会
場
調
整
会
」
へ
の
参
加
に
よ
っ
て

会
場
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
「
公
民
館
会
場
等
使
用
調
整
会

�

参
加
申
込
書
」
の
提
出

公
民
館
１
階
入
口
正
面
に
あ
る
会
場

別
ポ
ス
ト
に
参
加
申
込
書
を
投
入
し
て

く
だ
さ
い
。
ポ
ス
ト
投
入
期
限
は
、
毎

月
、
調
整
会
直
前
の
木
曜
日
で
す
。

2
会
場
調
整
会
へ
の
参
加

会
場
調
整
会
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
午
前
１０
時
～
、

地
下
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

使
用
の
希
望
が
重
な
っ
て
い
る
と
き

は
お
互
い
に
話
し
合
い
、
調
整
を
行
い

ま
す
。
重
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
調

整
会
に
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
使

用
希
望
は
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
。

3
本
申
込
に
よ
る
予
約
の
確
定

調
整
の
結
果
は
仮
予
約
で
す
。
調
整

会
の
会
場
で
本
申
込
が
で
き
ま
す
。

本
申
込
は
会
場
調
整
会
か
ら
１０
日
以

内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
１０
日
を
過
ぎ
る

と
仮
予
約
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

4
会
場
調
整
会
後
の
予
約
方
法

会
場
調
整
会
に
参
加
し
な
く
て
も
、

調
整
会
当
日
の
午
後
２
時
か
ら
、
２
階

事
務
室
で
空
い
て
い
る
会
場
の
予
約
を

受
付
け
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
仮
予

約
は
午
後
３
時
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

＊
利
用
要
件
な
ど
の
詳
細
や
不
明
な
点

は
、
公
民
館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

『国際交流　No.１０』
公民館の国際理解、多文化共生に関する事業の記録をま

とめた冊子です。日本語講座の学習者が書いた感想文や、
日本語教育入門、多文化共生事業の参加者の声をまとめて
います。

くにたちブッククラブ文集
『さまよえる心と言葉２』

２４年度のブッククラブの参加者による手作りの文集で
す。共同で読むことで深められた読みや気づきが綴られて
います。講師の小

お

平
だいら

麻衣子さんによる講義録「岡本かの
子『家霊』『老妓抄』を読む」も掲載しています。

『第５７回　くにたち市民文化祭記録集』
秋の文化祭に参加した団体が、催しの成果を報告してい

ます。市内で文化・芸術活動をしている方々の、生き生き
とした文化祭での写真も多く載っています。ぜひ、ご覧に
なり、文化祭にご参加ください。

これらの冊子をお読みになりたい方は公民館へどうぞ。
（数に限りがあります）

冊子ができました 防災意識を地域で高めよう！
～体験型・防災訓練を公民館で実施しました～

使用希望月 ロビー使用希望月 参加申込書のポスト投入期間 会場調整会

２５年７月 ２５年８月 ４月２７日（土）～５月３０日（木） ６月１日（土）

２５年８月 ２５年９月 ６月１日（土）～７月４日（木） ７月６日（土）

２５年９月 ２５年１０月 ７月６日（土）～８月１日（木） ８月３日（土）

２５年１０月 ２５年１１月 ８月３日（土）～９月５日（木） ９月７日（土）

２５年１１月 ２５年１２月 ９月７日（土）～１０月３日（木） １０月５日（土）

２５年１２月 ２６年１月 １０月５日（土）～１０月３１日（木） １１月２日（土）

公
民
館
の

�

会
場
予
約
の
ご
案
内
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

広いホールでたくさんの積み木や紙コップを積み上げた
り、体育の要素を取り入れた運動遊びなどを行います。家
ではチャレンジできない遊びに挑戦しましょう！親子で挑
戦してみませんか？

講　師　山田　修平 
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）ほか

と　き	 ５月１９日（日）朝１０時～１２時
ところ	 公民館　地下ホール　持ち物　飲み物
対象・定員　子ども（３歳以上）と保護者　２５組（先着順）
申込先	 ５月７日（火）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１
＊動きやすく、汚れてもよい服装でおいでください。
＊このシリーズはさまざまな遊びをとおして子どもとふれ

あい、他の親子とも交流を行う中で、大人として、保護
者としてすべきことは何かを感じ取り、考えていく機会
となるよう実施しています。

講　師　安藤　寿
じゅ

康
こう

（慶応義塾大学）

勉強ができるのは生まれつき？　適性や才能は遺伝子の
影響を受ける？　安藤さんは、行動遺伝学について、一卵
性双生児と二卵性双生児の類似性を比較する双生児法を用
いて２０年以上にわたり研究してきました。

今回、親から子への能力の遺伝の正体を解きながら、そ
の影響を見据えたうえで、環境との関わりや教育と人間の
多様性を考えます。
〈安藤さんの本〉『遺伝子の不都合な真実』（筑摩書房）、
『遺伝マインド』（有斐閣）ほか

と　き　５月１８日（土）昼２時～４時	
ところ　公民館　３階講座室　定員　３５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

今回はリクエストの多かったハンバーグです。焼き方、
牛・豚ひき肉の割合や炒め玉ねぎの温度など手順の一工夫
で誰でも簡単においしく作れます。その他スープ、サラ
ダ、デザートを作る予定です。どうぞご参加ください。

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

と　き	 ５月２６日（日）朝１０時～昼１時
ところ	 福祉会館　３階料理講習室
定　員	 ２０名（先着順）　費用　一人７００円（予定額）

持ち物	 エプロン、三角巾（タオルでも可）、筆記用具、
	 ポリ袋（ゴミ持ち帰り用）
申込先	 ５月９日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

５月２４日（金）までに公民館へお支払いください（受付時
間：月曜日以外の朝９時～夕５時）。お支払いのない場
合は、キャンセル扱いになります。食材購入後のキャンセ
ルは実費を負担していただきます。精算は当日行います。

■５月の作品

幸田露伴「土偶木偶」
（ちくま文庫『文豪怪談傑作選　幸田露伴集』所収）
この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み

を出し合います。そのあと講師のお話を聞きます。
どうぞご参加ください。

講　師　紅
こう

野
の

　謙介（日本大学・日本近代文学）

と　き　５月９日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊次回は６月１３日（木）黒田夏子『ａｂさんご』
（文藝春秋）です。

ハンフリー・ボガートとイングリッド・バーグマン。ハ
リウッド黄金時代を代表する二大スター共演で贈る、アメ
リカン・クラシックの名画中の名画。ボギーの格好よさ、
バーグマンの美しさ、名曲「時の過ぎゆくまま」の甘美な
メロディがあなたを酔わせる。脇を固める芸達者な曲者俳
優たちも楽しい。１９４２年度アカデミー作品賞受賞。

と　き　５月２６日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

監督　マイケル・カーティス
出演　ハンフリー・ボガート、イングリッド・バーグマ

ン、ポール・ヘンリード、クロード・レインズ、ピー
ター・ローレ、シドニー・グリーンストリートほか

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

CASABLANCA

『カサブランカ』

アメリカ　１９４２年　白黒　１０３分

本格ジューシーハンバーグ

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

〈男性の料理教室〉

今年度のテーマ

「時空をこえる言葉」

目指せ３メートル?!

5000個の積み木や紙コップで遊ぼう

〈図書室のつどい〉

遺伝と環境は人の成長に
どう影響するか？

ブ ククラブちたにく ッ
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

谷
保
太
極
拳
同
好
会　

会
員
募
集

太
極
拳
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
私

に
で
き
る
か
し
ら
？　

と
迷
う
前
に
ぜ

ひ
体
験
を
。
初
め
て
で
も
無
理
な
く
続

け
ら
れ
る
気
功
体
操
を
中
心
に
体
の
内

側
か
ら
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

矢
川
集
会
所

連
絡
先　

長
谷
川
０９０
（
８３０３
）
７
２
５
４

「
太
極
拳
友
の
会
」
会
員
募
集

体
育
館
で
楽
し
く
ゆ
っ
た
り
と
、
心

と
身
体
の
健
康
増
進
と
、
仲
間
づ
く
り

を
ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。
初
心
者

も
大
歓
迎
。
一
度
見
学
、
体
験
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
ま
た
は
午
後

場
所　

総
合
体
育
館　

第
一
体
育
室

連
絡
先　

板
橋
（
５７６
）
８
５
０
２

国
立
市
空
手
道
連
盟
会
員
募
集
！

空
手
の
練
習
を
通
じ
て
、
心
身
の
健

康
管
理
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
自
信
あ

ふ
れ
る
楽
し
い
人
生
を
！　

４
歳
く
ら

い
～
熟
年
ま
で
。
気
軽
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

火
土
日　

随
時

場
所　

道
場
（
矢
川
駅
徒
歩
４
分
）

連
絡
先　

佐
伯
０９０
（
７４８３
）
４
５
１
４

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
会
員
募
集

ゴ
ル
フ
経
験
者
を
は
じ
め
初
心
者
も

楽
し
め
る
競
技
で
、
一
本
の
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
羽
根
付
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
篭
に

入
れ
る
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
で
す
。
用
具
は
用

意
し
ま
す
（
無
料
）。
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

日
時　

第
一
・
四
㈬　

朝
９
時
～
１２
時

場
所　

谷
保
第
三
公
園　

野
球
場

連
絡
先　

石
川
（
５７４
）
９
４
１
０

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
会
員
募
集

円
形
の
的
を
め
が
け
て
矢
を
放
つ
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
矢
を
息
と
呼
吸
で
飛
ば

す
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
心

身
を
鍛
え
ら
れ
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で

も
楽
し
め
ま
す
。
見
学
自
由
。

日
時　
月
３
回
木
曜
日
朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

東
福
祉
館　

集
会
室　

連
絡
先　

徳
永
０９０
（
９０１４
）
４
９
２
５

な
か
よ
し
テ
ニ
ス
女
性
部
員
募
集
！

前
半
基
礎
練
習
、
後
半
練
習
試
合
を

し
て
い
る
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ご

一
緒
に
楽
し
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
？

体
験
日
あ
り
ま
す
。
電
話
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日
朝
１０
時
～
他

場
所　

矢
川
コ
ー
ト
・
広
場
コ
ー
ト

連
絡
先　

市
野
沢
（
５７６
）
１
０
１
１

く
に
た
ち
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
大
募
集

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
で
有
名
な
、
ヘ

ン
デ
ル
作
曲
「
メ
サ
イ
ア
」
を
く
に
た

ち
に
広
め
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
も

思
い
切
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
練
習
し
ま
す
。

日
時　

第
二
・
四
㈯
昼
２
時
～
４
時
半

場
所　

小
百
合
幼
稚
園

連
絡
先　

川
上
０８０
（
６６０２
）
７
８
３
４

「
ラ
レ
ン
タ
ン
ド
」
へ
よ
う
こ
そ
！

や
さ
し
い
童
謡
・
唱
歌
・
季
節
の
歌

を
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
す
。
国

立
音
大
声
楽
科
卒
、
経
験
豊
富
な
青
木

啓
子
先
生
が
楽
し
く
指
導
。
参
加
費
一

回
３００
円
。
連
絡
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時　

月
一
回　

金
曜
日
午
前
中

場
所　

公
民
館　

地
下
音
楽
室

連
絡
先　

新に
い

里さ
と

（
５７７
）
１
０
６
２

カ
ラ
オ
ケ
・
あ
ざ
み
の
会
会
員
募
集

初
心
者
の
方
、
マ
イ
ク
を
持
っ
た
事

の
な
い
方
、
人
前
で
歌
っ
た
事
の
な
い

方
。
女
性
ば
か
り
で
歌
謡
曲
を
中
心
に

楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

朝
９
時
半
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ　

音
楽
練
習
室

連
絡
先　

源
０９０
（
７６３５
）
８
２
２
８

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

今
年
も
日
ご
ろ
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん

で
い
る
仲
間
た
ち
が
大
勢
集
ま
り
発
表

会
を
行
い
ま
す
。
お
友
達
な
ど
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
出
演
者

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
２４
日
㈮
朝
１０
時
１０
分
～

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

高
橋
（
５７２
）
０
８
０
６

ひ
ろ
ば

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

４
月
９
日
（
火
）
第
６
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、
職
員
２
名

が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
社
会
教
育
委
員
の
会
委
員
に
佐
藤
節

子
委
員
、
及
び
東
京
都
公
民
館
連
絡
協

議
会
委
員
部
会
委
員
に
佐
藤
ミ
ヱ
委
員

を
選
出
。

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

担
当
委
員
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
し

た
点
や
今
後
の
検
討
点
、「
シ
ル
バ
ー

学
習
室
」
は
好
評
で
あ
る
と
い
う
報
告

が
あ
っ
た
。
公
運
審
委
員
か
ら
「
公
民

館
の
使
用
方
法
の
説
明
が
不
明
確
」「
一

部
、
言
葉
遣
い
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
意
見
が
出
た
。

議
題

○
委
員
長
よ
り
４
月
１
日
の
公
民
館
職

員
の
人
事
異
動
に
問
題
が
あ
り
、
教
育

委
員
長
、
市
長
に
「
要
望
書
」
を
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
緊
急
議
題
が
出

さ
れ
、
要
望
書
の
提
出
の
意
味
や
示
さ

れ
た
案
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換

を
し
た
。
論
点
は
次
の
通
り
。
①
市
全

体
の
人
事
と
公
民
館
事
業
の
独
自
性
や

公
民
館
人
事
の
関
係
、
②
公
民
館
事
業

に
お
け
る
公
民
館
職
員
の
役
割
や
専
門

性
の
意
味
と
在
職
年
数
の
関
係
、
③
要

望
書
に
お
け
る
個
別
事
例
の
扱
い
方
。

時
間
内
に
結
論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、

各
委
員
の
修
正
案
を
も
と
に
委
員
長
が

再
度
要
望
書
を
書
き
換
え
、
提
出
の
賛

否
を
委
員
に
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。

○
館
長
諮
問
は
次
回
取
扱
い
。

次
回
は
５
月
14
日（
火
）午
後
７
時
１５

分
か
ら
。
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
丹
野
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

「
こ
れ
、
ち
ょ
う
だ
い
！
」

駄
菓
子
や
く
に
ち
ゃ
ん
―

富
士
見
台
―

�

撮
影
　
河
津
征
二
さ
ん
（
北
）

「街を・山を歩く」　について

〈事業の趣旨〉この事業は、市民の健康づくり、市民
のコミュニティーづくりの一環としています。

〈今年度の事業実施について〉４回の開催を予定して
おり、開催案内は公民館だよりでお知らせします。

「街を・山を歩く」　第１回目

と　き　５月２１日（火）※雨天中止
集　合　一橋大学西門前　朝８時半
実施方面　御岳山方面　対象　市内在住、在勤者
申込み　日程、コース、申込み方法等、チラシの内容

を確認のうえ、５月７日（火）から１７日（金）ま
でにお申込みください。

＊チラシは、市役所３階生涯学習課、公民館、総合体
育館、北・南市民プラザで配布しています。

申込・問合先　教育委員会生涯学習課
社会教育・体育担当☎（５７６）２１０７（直通）

〈社会体育事業〉
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
８日（水）朝～シルバー学習室
９日（木）夜　くにたちブッククラブ
	 「幸田露伴「土偶木偶」」
１２日（日）朝　高齢社会を支える地域の「絆」づくり
１６日（木）朝～女性の生きかたを考える講座
１８日（土）昼＊図書室のつどい「遺伝と環境は人の成長

にどう影響するか？」
１９日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう
	 「５０００個の積み木や紙コップで遊ぼう」
２５日（土）昼～身体表現ワークショップ
	 「からだであそぼう」
２６日（日）朝　男性の料理教室
	 「本格ジューシーハンバーグ」
２６日（日）昼＊Ｃ

シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会
	 『カサブランカ』
６月８日（土）昼～「生ごみ分解BOXをつくろう！」

今月の公民館（５月、６月初）

ひ
ろ
ば

（
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

く
に
た
ち
囲
碁
ク
ラ
ブ
親
睦
会

囲
碁
を
愛
好
す
る
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
棋
力
向
上
を
目
的
に
活
動
。
大
会

や
講
習
会
等
を
開
催
。
会
員
資
格
は
福

祉
会
館
「
な
ご
み
」
に
登
録
の
市
内
在

住
、
６０
才
以
上
。
年
会
費
２
千
４００
円
。

日
時　

昼
１
時
～
４
時
半
。㈫・㈷
は
休

場
所　

福
祉
会
館　

２
階
娯
楽
室

連
絡
先　

増
川
０９０
（
６１０４
）
３
４
５
０

ラ
イ
フ
モ
ア
・
パ
ソ
コ
ン
会
員
募
集

初
心
者
レ
ベ
ル
か
ら
中
級
レ
ベ
ル
ま

で
懇
切
丁
寧
に
学
べ
る
講
座
。
毎
回
の

日
替
わ
り
教
材
で
確
実
に
身
に
つ
く
指

導
あ
り
。
自
分
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持

参
で
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

第
一
・
二
・
三
㈮
昼
２
時
～

場
所　

公
民
館　

３
階
講
座
室
予
定

連
絡
先　

藤
浪
（
５７５
）
３
７
５
５

中
国
語
会
話
サ
ー
ク
ル

日
本
の
古
典
文
学
を
研
究
し
て
い
る

中
国
人
の
先
生
の
指
導
で
中
国
と
中
国

語
を
楽
し
く
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
で
す
。
初

心
者
も
中
級
者
も
Ｏ
Ｋ
で
す
が
ピ
ン
イ

ン
の
読
め
る
方
歓
迎
。
見
学
者
歓
迎
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

公
民
館　

３
階
集
会
室

連
絡
先　

和
泉
０９０
（
７９４３
）
４
３
０
３

私
た
ち
の
『
学
習
権
宣
言
』

利
用
団
体
発
表
記
録
「
公
民
館
に
入

っ
た
ら
世
界
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
」

発
行
記
念
講
演
会　

講
演　

憲
法
と
公

民
館
、
講
師　

荒
井
敏
行
さ
ん
（
前
公

民
館
長
）、
主
催　

公
民
館
を
守
る
会

日
時　
５
月
１９
日
㈰
昼
１
時
半
～
４
時

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

杉
原
（
５７７
）
０
１
２
４

国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

五
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
は
、
留
学
生
の
グ
レ

ン
・
バ
ウ
ァ
ー
さ
ん
を
お
招
き
し
て
ド

イ
ツ
の
文
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

参
加
費
は
１００
円
で
す
。

日
時　
５
月
２３
日
㈭
夜
７
時
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

芦
沢
（
５７５
）
０
４
７
４

第
１７８
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ 

台
湾
留
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
粽ち
ま
き

祭
り

台
湾
の
端
午
節
に
作
る
粽
を
、
留
学

生
会
の
皆
さ
ん
と
作
り
ま
し
ょ
う
。
材

料
費
８００
円
。
ゴ
ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
２５
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
斬
る
！

安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
で
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か
、
元
神
戸
大

学
教
授
の
山や

ん

家べ

悠
紀
夫
さ
ん
を
講
師
に

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
考
え
ま
し
ょ
う
。

主
催　

国
立
の
町
の
問
題
を
考
え
る
会

日
時　

６
月
８
日
㈯
昼
１
時
半
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ　

会
議
室

連
絡
先　

上う
え

村む
ら

０９０
（
１８１４
）
８
３
７
１

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
６
０
〉 

国く
に

立た
ち

人じ
ん

倶
楽
部

と
始
め
た
の
が
２
年
前
の
９
月
。
休
み

な
く
続
け
て
い
る
。

開
口
一
番
、「
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
元

気
な
高
齢
者
を
ま
す
ま
す
元
気
に
』
で

す
」
と
代
表
の
長な
が

藤と
う

哲
夫
さ
ん
。
活
動

の
ひ
と
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
。

徳
島
県
上か
み

勝か
つ

町ち
ょ
う

の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

の
よ
う
に
「
国
立
で
も
何
か
で
き
な
い

か
」
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
労
力
で
少

し
懐
も
潤
っ
て
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

よ
う
に
と
考
え
た
の
が
燻
製
『
国
立
さ

く
ら
ス
モ
ー
ク
』。秋
の
市
民
祭
で
売
れ

た
ら
と
、試
行
錯
誤
し
、良
い
も
の
が
で

き
た
が
、
保
健
所
の
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

っ
て
し
ま
い
、
次
を
思
案
中
と
の
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
地
域
支
え
合
い
の
活

動
。
高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
体
験

し
、
も
っ
と
楽
し
い
食
事
と
会
話
で
の

交
流
で
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
は
既
存
の
や
り

方
で
は
な
く
、
工
夫
し
方
法
を
考
え
な

く
て
は
と
話
を
進
め
て
い
る
。

話
は
月
２
回
の
会
合
の
ほ
か
、
毎
週

メ
ー
ル
交
換
で
お
互
い
意
見
を
述
べ
、

刺
激
し
合
う
。
夢
を
語
る
だ
け
で
な
く
、

仲
間
を
見
つ
け
て
具
体
的
な
成
果
を
出

し
、
地
域
を
元
気
に
す
る
仕
組
み
作
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。
現
在
男

女
７
人
。
商
協
ビ
ル
２
階
で
毎
月
第
二
、

四
土
曜
日
、
午
後
５
時
～
７
時
。
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
あ
な
た

の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

長
藤
０８０
（
３４８４
）
４
１
９
７

国
立
駅
前
の
商
協
ビ
ル
の
２
階
で
話

が
盛
ん
で
あ
る
。

「
団
塊
世
代
の
退
職
し
た
男
た
ち
は
ど

こ
へ
行
っ
た
の
か
？
」

「
何
か
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
み
ん
な

が
楽
し
く
な
れ
な
い
か
」

「
孤
立
し
た
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
し

ゃ
を
元
気
に
支
え
て
い
く
に
は
」

「
街
を
も
っ
と
活
発
に
す
る
に
は
」

「
少
し
で
も
い
い
か
ら
で
き
る
こ
と
を

や
ろ
う
よ
」

い
ろ
い
ろ
な
人
が
話
を
し
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
。
こ

れ
が
国
立
人
倶
楽
部
で
あ
る
。

公
民
館
の
地
域
活
動
入
門
の
講
座
を

終
え
た
人
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
地
域
支
え

合
い
の
講
座
を
終
え
た
人
が
「
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
何
か
で
き
た
ら
い
い
ね
」

 

『さくらスモーク』を超えるものは ?
〈文・写真　長田利信〉


